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　目的　袱服縫製の角力北ぶまみ. 手社f･の分野iiiヽなり狭ま･、て$ μ#^｀ヽ象灘縫嵌rこお

いて(戎．縫う、く'する、まっる等の作業バタ'^ める．疎い糸を用いる境合、衆の巻$ぐ-と

左直□ I)、糸がむらまフて結びので' さる・と防ぐ目的でヽ、縫い娘りる前に糸をはじ｀い

て使用することが･従知ヽら行なわれている、　　　　　　　　　　　　　犬

　そこr味糾まv < ことり^散の棟乍いどのような気化＆工えいヽ、またバよぴくこと卜

貪昧、倚ゐのおなど蕨痢l持'i、この突験i痛手しre.

　方減数棟の疎・ヽか＆甲らや裁の趾験必j～今午t≫、乍ド糸をはじ'いて便iレZ vヽる

人と、金し
いて、私の見川すのぶ､ざ．部数.荷重牛長曲厭々ど£測足し、比軟瀕封した、

　緯呆疎、ヽ知釧aじヽくことr-より糸の呻び｀･べ見りし諏蜘ま喊ﾀずる．また絹の疎い永ぱ
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ドなるio)と恩われる．はじ｀おれた糸､ダ)ヤング孝l^いまびわない氷よウ久､きくrj:りヽ維映

考のはじ｀いμぷの方がそのM獅秉化バ-大ぺ!い．


